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自由度の高いスピーキングの指導により 
将来役立つプレゼンテーションの技能を育成 

 1948（昭和23）年に開校した。自由で個性を重
んじる校風の表れとして、開校以来、校訓は存在
せず、生徒には伝統を踏まえ、同校の生徒らしく
考え行動することを求めている。2004（平成16）
年度に併設型中高一貫校として新たなスタートを
切り、中学・高校を合わせて約1,200名の生徒が
学んでいる。 

 取り組みの背景 

 取り組みの詳細 

 長崎東高校は、2014年度、「ＳＧＨアソシエイ
ト」に選定され、グローバル・リーダー育成に資
する教育の開発・実践に取り組んでいたこと、ま
た、2015年度、グローバル人材の育成を目的とし
て県内初の国際科を新設することもあり、国際科
準備主任となる一ノ瀬先生が中心となり、現１学
年の英語の授業にプレゼンテーションを取り入れ、
スピーキング力を高める指導を開始した。 

１レッスン各パート２コマを基本に 
生徒の理解度に応じて進度を調整 

2015.4 ベネッセコーポレーション  高校事業部 

 同校の英語科では、従来より、音読をはじめと
した活動重視の授業を行ってきた。しかし、教科
書のテキストを再生するだけではクリエイティビ
ティに欠けるという課題意識があったという。英
語科主任の一ノ瀬憲二先生は、「プラスアルファ
の要素を模索していた時、筑波大学附属高校の生
徒が自由にスピーキングをする授業を見学して素
晴らしいと感じ、本校の生徒に合わせた形で取り
入れたいと考えました」と語る。 

基本情報：公立、共学、普通科 
規模：１学年約280名 
主な進路：国公立大は、東京大、京都大、大阪大、九州大、
熊本大、長崎大などに246名が合格（2014年度入試）。 

 シラバスの作成時、１学年を担当する４名の英
語教師が話し合い、目標として「将来社会人とし
て必要なプレゼンテーションの技能を高める」を
掲げた。「生徒は文系、理系どちらに進むにして
も、将来、プレゼンテーションすることを求めら
れる場面は必ずあるはずです。その時に、この指 

導が役立ってほしいと考えています」（一ノ瀬先
生）。 
 １年次では主に身近なことを話せるようになる
こと、２年次以降は徐々に社会問題などの高度な
話題を扱えるようになることを目標とした。シラ
バスは生徒に配布し、年間の見通しと目標を持た
せるとともに、教師間の目線合わせに活用するこ
とにした（資料１）。 
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 取り組みのポイント 

●文法の説明を短縮し、音読などの活動時間を確保する。 
●プレゼンテーションの発表では内容や時間に制約を設けず、生徒に創造性を発揮させる。 
●教師は発表者を褒めることに徹し、表現力や語彙力の習得など様々な学習への意欲を高める。 
 



 １年次のプレゼンテーションの指導は、主とし
て「コミュニケーション英語Ⅰ」で行っている。
題材は教科書から取り、１レッスンの各パートに
２コマを充てる。「進度はゆっくりでも、着実に
力を付けることを優先しています。生徒の理解度
によっては、３コマを充てる場合もあります」（
一ノ瀬先生）。 
 また、教師によって進度や内容に大きな差が生
じないように、全ての授業で共通のワークシート
を使っている。ワークシートなどの教材は、４名
の教師が分担して作成する。 

教師のプレゼンテーションにより 
生徒の意欲や関心を高める 

 ２コマの授業の流れを見ていこう。１コマ目の
準備として、新しいパートに入る前の授業の最後
で、教師は次のパートを予告するプレゼンテーシ
ョンを行う。その際に使用するのが、絵や写真、
キーワードなどを交えてパートのサマリーを説明
する「マッピングシート」だ（資料２）。 
 教師のプレゼンテーションを踏まえ、生徒は家
庭で予習に取り組む。予習は、レッスン本文の全
文訳、および教師が作成した授業ワークシート（
資料３左）のＱ＆ＡとＴorＦ問題を課している。
「まず教師のプレゼンテーションによって次のパ
ートへの意欲や関心を高めるのがポイントです。
生徒には予習を楽にしたいという思いもあります
から、集中してプレゼンテーションを聴きます。
また、レッスン全体を意識しながら訳すことがで
き、『木を見て森を見ず』のような状況になりづ
らいと考えています。さらに、教師のプレゼンテ
ーションは、後に生徒自身のプレゼンテーション
の参考にもなるはずです」（一ノ瀬先生）。 
 予習で全文訳を課すのは、自分が分からない箇
所を明確にさせること、また学習習慣を定着させ
るのが狙いだ。さらに全文訳に加え、Ｑ＆ＡとＴ
orＦ問題にも取り組むというように、生徒は少な
くとも３回は本文を精読した状態で授業に臨む。 
 

 そして残り20分ほどはペアを組み、ワークシー 
トを用いて１人20回ほど、レッスン本文の音読を 
する。音読用のワークシートは、虫食いになった 
ものや一部が日本語になったものなど、６パター 
ンを用意している（資料４）。「文法は『英語表
現Ⅰ』で指導するため、『コミュニケーションⅠ
』では最小限の説明に留めています。予習プリン
トの中で『Target sentences』として重要な構文
を解説しているのも、授業内で音読などの活動に
多くの時間を割くためです」（一ノ瀬先生）。 
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文法の説明は最小限にとどめ 
音読などの活動時間を確保 

 １コマ目では、授業の冒頭にレッスン本文の訳
を配布し、予習内容と照らし合わさせた後、ペア
になってＱ＆ＡとＴorＦ問題の答え合わせをさせ
る。教師はその間、机間を巡視しながら予習の取
り組み状況や理解度を確認し、間違いが多かった
箇所などを解説。その後、レッスン本文の音声を
聴かせて、新出単語の確認をする。 

プレゼンテーションの方法などは 
生徒の創造性に委ねる 

 ２コマ目では、授業ワークシート右（資料３右
）を使い、語彙チェックや空欄を埋める形式のサ
マリー作成に取り組む。サマリー作成では、あえ
て一部の単語を同じ意味の別の単語に置き換え、
語彙力の向上に努めている。プレゼンテーション
での表現の幅が広がることから、生徒は語彙を増
やすことに積極的だ。 
 さらにワークシートには、授業に関連する入試
問題を必ず入れている。「コミュニケーション中
心の授業は大学入試につながらないのではないか
と、不安を抱く生徒もいます。しかし、コミュニ
ケーション力の育成と大学入試への対応は両立す
るものでなくてはなりません。その日の授業が入
試にもつながっていると伝えるために、入試問題
を解かせています」（一ノ瀬先生）。 
 続いて、ペアを組みマッピングシートを用いて
各々プレゼンテーションを行う。それにより、生
徒はテーマへの関心をより深めたり、難しい点を
把握する。最後には、出席番号順で事前に指名さ
れた３名の生徒がクラスを前にしてプレゼンテー
ションの発表を行う。事前にペアでプレゼンテー
ションを行わせることで、発表内容に注意深く耳
を傾けることにつながり、また発表者にとっては
良い練習の機会になる。 
 プレゼンテーションの方法や時間は、敢えて制
約を設けず、生徒の創造性に委ねている。例えば、
聞き手に質問を投げかけて対話したり、寸劇を交
えたりと様々なスタイルが見られ、内容も単にレ
ッスンの本文のサマリーを話すのではなく、自分
がリサーチした内容を加えたり、「このほうが面
白いから」と、本文の構成を自分なりに入れ替え
たり、あえて本文とは異なる表現方法を使う生徒
もいる。発表時間の平均は３分ほどだが、メモを
持たずに５分近く話し続ける生徒もいるという。
「生徒の工夫に驚かされることがたびたびありま
す。自分なりの表現を楽しんでいるからこそ、多
様なプレゼンテーションが生まれるのだと思いま
す」（一ノ瀬先生）。 
  



 発表を聞く生徒は、コメントシートに良かった 
点や改善できそうな点を記入し、内容・声の大き 
さ・目線・ジェスチャーなどの項目を４段階で評
価（資料５）。授業後、全員分のコメントシート 
は発表した生徒に渡している。 
 発表は教師がタブレット端末で録画し、前回と 
見比べることで成長の様子がよく分かるようにし
ている。録画したデータは、希望した生徒に渡す
ほか、担任の教師や保護者と共有することもある。 
 ２コマ目の授業の最後はレッスンのテーマにつ
いて、２分間で自分の考えを頭の中でまとめ、ペ
アの生徒と伝え合い、その後、ライティングをす
る。考えを伝え合う際、聞き手は１分間で何語を
話したかをカウンターを用いて計測する。生徒に
よっては１分間で90語近く話す生徒もでてきたと
のことだ。 

表現を楽しむ生徒の気持ちを伸ばそうと 
教師は発表者を褒めることに徹する 

 教師による評価方法にも工夫が見られる。例え
ば、教師は良い点や工夫した点を見つけて発表者
を褒めることに徹し、発表自体はあえて評価の対
象としないのである。「評価することで生徒が縛
りを感じるおそれがあります。自由な表現を楽し
むことでプレゼンテーションの力を高めてほしい
と考えました。『今こういう工夫をしていたね』
と褒めるとその生徒は本当に嬉しそうな表情をし
ます。現状では、生徒同士が率直に評価し合って
いることも、盛り上がる要因となっていると感じ
ます」（一ノ瀬先生）。 
 一方、定期考査では、レッスン本文のプレゼン
テーション原稿を穴埋めする問題を課し、内容理
解を評価すると同時に、プレゼンテーションにお
ける表現力向上を狙う（資料６）。 
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 取り組みの成果と今後に向けて 

 クラス全員の前での発表は、全員が１年間で２
回経験する。１回目と２回目を比べると、成長の
大きさは一目瞭然だ。人前で英語を話すことに慣
れるとともに、他の生徒の発表を参考にしたり、
英語力が高まったりすることで、プレゼンテーシ
ョンの内容は向上する。情報の授業や学年集会で
プレゼンテーションをする機会があることで相乗
効果も生まれているようだ。授業中だけではなく、
マレーシアから修学旅行で来日した生徒と交流会
を開催した際には、積極的に英語を使って会話を
する姿が見られた。また、長崎県英語ディベート
大会では、見事に優勝した。 
 ＧＴＥＣの結果を見ると、過年度に比べ、特に
リスニングの力が大きく伸びた（資料７）。これ 

は他の生徒のプレゼンテーションを真剣に聴く機
会が多いことが要因の一つと捉えている。また進
研模試のリスニングも、県内の公立高校で最も高
い成績だった。 
 既にプレゼンテーションの中で社会問題などに
言及する生徒もいるが、今後はより多くの生徒の
発表に社会性を持たせ、プレゼンテーションの深
みを増す指導に力を入れる方針だ。また発表後の
質疑応答など、より即興性の高いスピーキング活
動も取り入れたいと考えている。 
 スピーキングと並行し、リーディングの力も伸
ばすため、週末講座や家庭学習での課題などを通
じて多読にも取り組んでいく。 
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【資料２】マッピングシート 

【資料３】授業ワークシート 

【資料３】授業ワークシート 
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【資料４】音読ワークシート 

           COMMENT SHEET                    Date:           

 

  Presenter's Name [                          ] 

Evaluation（評価）      A- Excellent   B- Good   C- Fair 

Contents（本文＋質問やリサーチしたものを取り入れているか）  

Clarity（声量、発音、リズム、抑揚は適切か）  

Eye Contact（原稿ではなく聴衆を見ているか）  

Delivery（ジェスチャーなどを用いて伝えようとしているか）  

Comments（G = Good Points  S = Suggestions for Improvement ） 

 ★日本語でもよい 

  Ｇ 

 

 

  Ｓ 

 

 

   

Class （   ）  No.（   ）Name（          ） 

【資料５】評価シート 

Lesson9  Paddling a Long? 
Section1 Reading Worksheet 
①Original 

 

②Standard 
Nearly everyone agrees that the Internet helps us to (   ) information.  But some 
people worry that we may no (   ) be able to think deeply and (   ) our attention for a 
long time. 
 In 2008 the writer Nicholas Carr wrote an essay, “Is Google Making Us (   )?”  
He says that the Internet is changing the (   ) we think. 
 “Recently an American school (   ) that its library books would be (   ) with 
computers.  The school thinks that the words in books are the same if they (   ) on 
paper or on a computer.  But reading on a computer is very (   ) from reading a book.  
A book focuses our attention, keeping us from (d   s).  A computer does not protect us 
from distractions; it (   ) to them. 
 “My own reading and thinking have changed (   ) since I started using the Web.  
I now do most of my reading (   ) line, and my brain has changed as a (   ).  I am 
(l   ) able to focus my attention for a long time.  Using the Internet, we are losing at 
least as much as we are (   ).” 

 

③Advanced 
(N   ) everyone agrees that the Internet helps us to (   ) information.  But some 
people worry that we may no (   ) be able to think (   ) and (   ) our attention for a 
long time. 
 In 2008 the writer Nicholas Carr wrote an (   ), “Is Google Making Us (   )?”  
He says that the Internet is changing the (   ) we think. 
 “(R   ) an American school (   ) that its library books (   ) be (   ) with 
computers.  The school thinks that the words in books are the (   ) if they (   ) on 
paper or on a computer.  But reading on a computer is very (   ) from reading a book.  
A book focuses our (   ), (k   ) us from (    ).  A computer does not (p   ) us from 
distractions; it (   ) to them. 
 “My own reading and thinking have changed (   ) since I started using the Web.  
I now do (   ) of my reading (   ) line, and my (b   ) has changed (   ) a result.  I am 
(   ) able to focus my attention (   ) a long time.  (U   ) the Internet, we are losing at 
least as (   ) as we are (   ).” 

 

 

Nearly everyone agrees that the Internet helps us to gather information.  But some 
people worry that we may no longer be able to think deeply and focus our attention for 
a long time. 
 In 2008 the writer Nicholas Carr wrote an essay, “Is Google Making Us Stupid?”  
He says that the Internet is changing the way we think. 
 “Recently an American school announced that its library books would be 
replaced with computers.  The school thinks that the words in books are the same if 
they appear on paper or on a computer.  But reading on a computer is very different 
from reading a book.  A book focuses our attention, keeping us from distractions.  A 
computer does not protect us from distractions; it adds to them. 
 “My own reading and thinking have changed greatly since I started using the 
Web.  I now do most of my reading on line, and my brain has changed as a result.  I 
am less able to focus my attention for a long time.  Using the Internet, we are losing 
at least as much as we are gaining.” 

④Content word 
Nearly everyone (   ) that the Internet helps us to (   ) information.  But some 
people worry that we may no longer be able to think (   ) and focus our (   ) for a long 
time. 
 In 2008 the writer Nicholas Carr wrote an (   ), “Is Google Making Us (   )?”  
He says that the Internet is changing the (   ) we think. 
 “Recently an American school (   ) that its library books would be (   ) with 
computers.  The school thinks that the words in books are the (   ) if they (   ) on 
paper or on a computer.  But reading on a computer is very (   ) from reading a book.  
A book focuses our (   ), keeping us from (   ).  A computer does not (   ) us from 
distractions; it (   ) to them. 
 “My own reading and thinking have (   ) greatly since I started using the Web.  
I now do most of my reading on line, and my brain has changed as a (   ).  I am (   ) 
able to focus my attention for a (   ) time.  Using the Internet, we are (   ) at least 
as (   ) as we are gaining.” 

 

⑤Functional word 
Nearly everyone agrees that (   ) Internet helps us (   ) gather information.  But 
some people worry that we may (  ) longer be able to think deeply and focus our 
attention (   ) a long time. 
 In 2008 the writer Nicholas Carr wrote (   ) essay, “Is Google Making Us 
Stupid?”  He says that the Internet is changing (   ) way we think. 
 “Recently an American school announced that its library books would (   ) 
replaced (   ) computers.  The school thinks that the words in books are the same 
(   ) they appear on paper or on a computer.  But reading on a computer is very 
different (   ) reading a book.  A book focuses our attention, keeping us (   ) 
distractions.  A computer does not protect us (   ) distractions; it adds (   ) them. 
 “My own reading and thinking have changed greatly (   ) I started using the 
Web.  I now do most (   ) my reading (   ) line, and my brain has changed (   ) a 
result.  I am less able (   ) focus my attention (   ) a long time.  Using the Internet, 
we are losing (   ) least as much as we are gaining.” 

 

⑥Reading with Japanese phrases 
Nearly everyone agrees that the Internet 私達が情報を集めるのに役立つ.  But some 
people worry 私たちはもはや深く考えることができないかもしれない and focus our 
attention for a long time. 
 In 2008 the writer Nicholas Carr wrote an essay, “Is Google Making Us 
Stupid?”  He says that インターネットが私たちが思考する方法を変えつつある. 
 “Recently an American school announced that その学校の図書館の蔵書はコン
ピューターに取り替えられるだろうと.  The school thinks that the words in books are 
the same それらが紙の上に現れようとコンピューターの（画面）上に現れようと.  But 
reading on a computer is very different from reading a book.  A book focuses our 
attention, 気が散らないようにする.  A computer does not protect us from distractions; 
それはそれら（気が散ること）を増す. 
 “My own reading and thinking大きく変わってしまった since I started using the 
Web.  I now do most of my reading on line, and my brain has changed その結果.  I 
am less able to focus my attention for a long time.  Using the Internet, we are losing
少なくとも得ているものと同じくらい多くのものを.” 
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【資料６】定期考査問題例 

定期考査問題例① 

 

 Nearly everyone agrees that the Internet helps us to gather information. But some 

people worry that we may no longer be able to think deeply and focus our attention for a long 

time. 

 In 2008 the writer Nicholas Carr wrote an essay, “Is Google Making Us Stupid?”  He 

says that the Internet is changing the way we think. 

 “Recently an American school announced that its library books would be replaced with 

computers.  The school thinks that the words in books are the same if they appear on paper or 

on a computer.  But reading on a computer is very different from reading a book.  A book 

focuses our attention, keeping us from distractions.  A computer does not protect us from 

distractions; it adds to them 

 “My own reading and thinking have changed greatly since I started using the Web.  I 

now do most of my reading on line, and my brain has changed as a result.  I am less able to focus 

my attention for a long time.  Using the Internet, we are losing at least as much as we are 

gaining.” 

 Simon Baron-Cohen, a psychologist at Cambridge University, agrees with Carr that the 

Internet distracts us from more important activities. 

 “I was surprised to find that I send about 18,250 e-mail messages each year (about 50 a 

day).  Each message takes three minutes; that means I spend about 1,000 hours a year on 

e-mail alone.  Was that time well spent? 

 “The answer is both yes and no.  Yes, I have been able to keep in touch with family and 

friends and have completed projects with teams located in cities around the world.  But while 

these are good points about e-mail, there are bad points too. 

 “We all know that e-mail is addictive.  Each time a message arrives, there’s a chance it 

might bring something exciting, new, and special.  But maybe one in 100 has something I really 

want to know.  That means that perhaps only 10 out of the 1,000 hours I spent on e-mail this 

year were worthwhile.   

“Too many e-mail messages interfere with real work.  We should become aware of the 

effect e-mail has on us and decide if we really want to spend so many hours on e-mail, instead of 

on more valuable activities.” 

 

After Genzo learned about the Internet in this lesson, he is going to make a speech about it      

    in the class. Here is his speech script. Please fill in the blanks and complete it. 

  （ このレッスンで学んだ内容を踏まえ、源藏君がクラスでインターネットに関するスピーチを      

       行うことになりました。以下は源藏君の作ったスピーチの原稿です。本文の内容を踏まえて、 

       空所をうめ原稿を完成させなさい。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Hello, everyone. Today, I’m going to talk about the Internet. There are good points and bad 

points about the Internet. It is easy for you to (1   )(    ) if you use the Internet instead of 

using the library. E-mail makes it possible for you to (2   )(    )(    )(    ) family and 

friends when you are abroad. In addition, you can (3    ) with people around the world. On 

the other hand, some people worry that it prevents you from (4   ) deeply and 

concentrating because a computer adds to (5    ). An expert also points out that you may 

spend so many hours on e-mail that you may (6    ) your important time to do valuable 

activities. When you use the Internet next time, please think about both the good points 

and bad points and use it wisely .  
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